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氏逝く

慶
應
義
塾
經
濟
學
部
助
敎
授
律
田
誠
一
君
逝
く
。

氏
は
明
治
二
十
九
年
六
月
八
日
を
以
て
大
阪
市
南
區
に
生
れ
、
同
市
第
一
上
福
島
尋
常
高
等
小
學
校
を
經
て
、
同 

四
十
一
一
年
東
京
京
北
中
學
校
に
學
び
、
大
疋
三
年
之
れ
を
卒
へ
、
翌
四
年
慶
應
義
塾
大
學
部
豫
科
に
入
學
せ
る
も
、 

翌
年
病
魔
の
胃
す
所

V
J

な
b

T

ニ
年
間
休
學
の
已
む
な
き
に
至
り
、
遲
れ
て
大
正
十
一
年
優
秀
の
成
績
を
以
て
經
濟 

學
部
を
.

卒
業
し
、
直
ち
に
故
阿
部
秀
助
敎
授
の
推
薦
に
ょ
ぅ
て
同
學
部
助
乎
に
就
任
し
、
其
後
、
義
熟
商
エ
學
校
並 

び
^

大
學
豫
科
に
於
て
經
濟
原
論
を
講
や
る
ビ
共
に
、
自
家
硏
究
の
結
架
を
斷
え
ず
三
田
學
會
雑
誌
上
に
發
表
し
て 

漸
次
我
が
經
濟
學
界
の
認
む
る
所
爲
ら
ん
<

レ
つ
、
ぁ
み
し
が
、
昨
大
疋
十
因
年
七
月
、
不
幸
に
し
て
大
钯
苒
發
. 

し
：、
藥
石
効
な
ぐ
本
年
四
月
.

ニ

十

r

日
午
前
兔
時
、
麴
町
內
幸
町
の
自
宅
に
於
て
長
逝
す
、
享
年
僅
か
^
三
十
一
。

君
が
硏
究
論
文
は
悉
ぐ
收
.め
て
本
誌
に
ぁ
り
。
最
も
早
ぐ
發
表
せ
ら
れ
た
る
も
の
は「

ト
ー
マ
ス
•
ロ
バ
ァ
ー
ト
•

マ
ル
サ
ス
の
人
ロ
.論」

を
形
成
す
可
き「

『

政
治
的
3£
義』
と『
人
ロ
論』

」(

第
十
七
卷
第
.ー
號) 「

『

人
ロ
論』

の
股
1!
と
政 

策」(

同
節
ニ
號) 「『

人
a
論』

の

哲

學

思

想

」
(

同

第

三

號

)

及

び「『
人

口

論

』

，
批

判

」(

同
第
四
、
五
號}

な
り
。次
い
で
第
. 

十
七
卷
第
九
號
及
十
號
に
は「

リ
.力
ァ
ド
地
代
學
說
の
先
蹤」

を
，
第
十
八
卷
第
一r

三
及
び
四
號
に
は「

リ
力
ァ
ド
ォ 

派
社
.
法
義
槪
論J

を
寄
せ
、同
卷
第
七
號
ょ
o
第
十
一
號
に
瓦
ぅ
て
，佛
蘭
西
經
濟
學
に
於
け
る
價
値
論
の
發
達」

を 

連
載
し
、
]£
ら

に

第

十

，
九

卷

：
第

1
1
1
號
に
は「

疋
統
學
派
の
質
銀
論」

を
ノ
同
卷
第
六
號
に
^
«
^

揭
げ
た
其
の
餘
倘
ほ
時
事
新
報
出
版
部
の
辭
に
應
じ
て
、
同
部
の
刊
行
せ
る「

商
工
實
務」
講
義
錄
の
爲
め
に
" 

初
學
：者
の
手
引
^
し
て
起
草
せ
る「

經
濟
學
原
論」

ぁ
り
。
恰
も
病
前
六
月
を
以
て
完
成
せ
り
。
M
に
小
泉
敎
授
を
中 

心
と
せ
る
マ
ル
サ
ス「

人
口
論」

翻
！
：

の
業
に
加
は
り
つ
、
ぁ
6
し
も
"
終
に
朽
己
の
擔
任
せ
る
.部
分
を
譯
了
す
る
こ 

i
な
く
し
て
逝
け
-

CV 。

，
君
、
資
性
熾
烈
、
學
業
に
邁
進
し
て
休
ま
す
、
極
め
て
短
少
な
る
年
月
の
間
に
比
較
的
多
大
な
る
業
績
を
擧
げ
、 

他
日
の
大
成
、
期
し
て
待
つ
可
も
の
あ

6

し
に
天
、
無
情
に
し
て
齡
を
藉
さ
ず
、
而
立
の
肽
年
期
を
以
て
典
の
生

媽
ゼ
終
る
。
眞
に
痛
歎
す
可
き
の
極
な
り
。
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